
(報酬様式別添3)

就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所番号 2010201099

管理者名 勝野 孝志

対象年度 令和5年度

事業所名 株式会社 Kサポート

住 所 長野県松本市内田1540-2

電話番号 0263-57-9580

地域連携活動の概要

<活動内容 >

活動場所  ホテルアンビエント安曇野

実施日程  通年 仕事の依頼がある都度

実施した生産活動 。施設外就労の概要

利用者数 等

施設外就労脚旧様の清掃作業で観光施設 (ホテル)の客室清掃

利用者数 3～ 4名

<活動の様子>
活動の様子の写真

成果物の写真

活動内容の追加コメント

日々作業して快適な客室を提供しております。

<目的>
地域連携活動のねらい

利用者が地域で暮らし、就労 して自立した生活を実現していく

地 域 に と つ て の メ リ ッ ト 観光施却 喋 客アップ

対 象 者 に と つ て の メ リ ッ ト  υ輌 の活駒 朔 Jや す

<成果>

実 施 し た 結 果    働 続 段 の集客アップによ赫 留 ヒ

得られた成果

利用者が地域で暮らし就労 して自立した生活を実現していく

課 題影ミ     丁寧で乱凍に業務を進めることができるかの工夫

連携先の企業等の意見または評価

運携 した糸吉果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

真面目に一生懸命作業されている。今後も作業をお願いしたい。

人材の確保

連携先企業名 株式会社HB 担当者名 池田



(報酬様式別添4)

就労継続支援A型事業所における利用者の知識・

事業所名 株式会社 Kサポート

住 所 長野県松本市内田1540-2

電話番号 0263-57-9580

事業所番号 2010201099

管理者名 勝野 孝志

対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

<活動内容 >
活動場所  株式会社Kサポート

実施日程  令和鮮 3月 8日～29日、10時～17時の活動時間内

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

連携先企業、社会保険労務士より研修を受けた資料をもとに説明、
伝達を行い知識を向上させる。実践で脚立に注意喚起のシール、滑
り止めテープを貼り危機回避能力を向上させる。

利用者数 等   職員4名、利用者3名、連据tr繰 。社牡 監修

<活動の様子 >

活動の様子の写真
研修資料をもとに説明、伝達を行
い知識を向上させる。実践として
使用している脚立に注意喚起の
シール、滑り止めテープを貼り付
ける。これにより危険度が減り労
働災害防止能力が向上する。

成果物の写真

活動内容の追加コメント

脚立で手を挟んでケガをしないよ
う手袋、万一転落しても最悪の事
態を回避するようヘルメットも装
備。尚、天板の上に乗らなくても
作業できるよう高さに余裕のある4
尺の脚立を使用することで労働災
害防止能力を向上させる。

<目的 > 利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

労働安全衛生教育をしつかりと行うことで、仕事に携わる1人1人が労働安
全に関する正しい知識と高い意識を持ち、積極的に活動に参加することに
より労働災書防止能力向上をねらいとする。

利用者にとつてのメリット

労働安全衛生教育を受け知識をつけ、労災を防止できる能力を身に着け
いかなる業務でも安全 かつ健康 に働 くことができ る。

<成果> 実施した結果

仕事に携わる1人1人が労働安全に関する正しい知識と高
い意識を身につけることができた。

R量警
た成果  健農権薔浮早百るF安

全かつ

忘れないよう、定期的に行つていく必要がある。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

安全第一。どんな仕事でもそれは共通しているのでぜひ継続していつてほしい。
労災にあえば元も子もないので。

今後の連携強化に向けた課題

忙しい中での時間の確保

連携先企業 (担当者) 株式会社HB 池田、春日直哉社会保険労務士

参加した利用者からの意見・評価

歩いて移動中の転倒、階段や脚立から転落が多いというのに驚いた。日常の動作の中に危険が隠れているので気
を付けようと思う。



事業所名 株式会社 Kサポー ト

住 所 長野県松本市内田1540-2

電話番号 0263-57-9580

(報酬様式別添1) 様式2-1
令和   6年     4月     15日

就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (全体)

事業所番号 2010201099

管理者名 勝野 孝志

対象年度 令和6年度

(Ⅵ)経営改善計画

葬嵩務藁融冨累据普Я苓歌:懇F措楚讐れ茫掘瞥ま奪雇緊重
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項 目 点数

労働時間 5点   20点   30点   40点  55点  65点   80点  90点

生産活動
~20点   10点   20点   40点  50点  60点

多様な働き方 占
小

5点 占
小

支援力向上 0点   5点   15点

呻 渤 0点   10点

経営改善計画 0点   50点

0点   10点利用者の知
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合計

150

日の平均労働時間が6時間以上7時間未満

日の平均労働時間が4時間30分以上5時間未満

日の平均労働時間が4時間以上4時間30分未満

日の平均労働時間が3時間以上4時間未満

1日の平均労働時間が2時間以上3時間未満

(Ⅳ)支 援力向上 (※ )

D研修計画に基Jいたい 内部研修会

0

参加した職員が¬人以上参加している ○

魏 摯 は皇会議釜において発表

コ回以上の場合

】霊錘 撲雪堕咲猫区上受豆入れ

いずれか一方のみの取組を行つている

参加

1回以上の場合

D囲証よ螂

人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
制度を設け、全ての職員に周知している

⑥ピアJポニ坐二の配置

ピアサポーターを職員として配置している

⑦第二責評価

過去3年以内の福祉サービス第二者評価を
受審しており、結果を公表している。

¨ 鰤 lm― 」lt

鼎 喬租詈辮単与馨箸月日奎鍼 :1詈
めた

小計 (注 2) 1 点

(I)生産活動

Э過去3年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用
者に支払う賃金の総額以上

○

輩薦こ驚喜繁瀧薩緯牌踏罪革酢判

甜漫委3'累寄撃震電場蕎署足蔓瓢彗要塁お燃象哉重
活

錫磯晏あ耀示箭万翠螢モ鶏昌暑卍姜板号撻塁あ忌積板

鮮野轡看摯錘曇ふ日早五署鰯馨酢判

9理委ユ雪2基雰驀黎緊嘉
がいずれも当該各年度に利用

点

(Ⅲ ) 多様な働き方 (※ )

2免註二飾 取曰ヒ壺壺劉区ヨ剣駐奨lL闊立登団度

5

就業規則等で定めている

Э菫旧監饉壺墨豊塾とし【豊錮臣主る鑢

就業規則等で定めている ○

鉱 字勧務に係る労働医畳及び服務規律

就業規則等で定めている

Ωうい クスタゴム制に藍墨労働条生

就業規則等で定めている

⑤短時間勤務L猛る労働医盗

就業規則等で定めている

③時差出勘出産L係登労働奎盗

就業規則等で定めている

鮪

―

呻 輌 鐵

就業規則等で定めている ○

釧鍋部概髪誼塑園J二関■観

就業規則等で定めている ○

小計 (注 1) 3 占
い
:0点

等での生産活動等
をインターネツト

い商品開発、企業や官
した活動を行い、その

こより公表している

注1 「生産活動収支の状況」の前年度及び前々年度の実績は「令和4年度及び令和 5年度」又は「平成30年度及び令和元年度」のいずれかの期間の実績を算出すること。



(潮麟朦 IEu」添2) 絨 2-2

就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (実績 I～Ⅳ、Ⅵ)

朋 契約を締結していた全て
D利用者における延べ労働時
旧

憂果蕎雷雲
していた

| %7 人 梨尋頭瞬謂限1 5  時間

会計期間 ( 7月 ～ 6月 )

:讐旨両][嗜
竃
l堕

巨週基LTttTE「~~~~¬

円 型尾嘉
に支払つた賃

1  7,277,023  円

型蹂
に熱つた賃

1  6,9“
,376  円

型臨
に熱つた賃

1  4,5“
,658  円

収支
1      0       円

収支
1      0       円

収支
1      0       円

々

前年度 ( 年度 )における取組 C整盪 lJⅢ )劉魏湛き方la鑽 目に担 I「製脳劇笠勁池【LL証上拠 左輸鐵壺壼 )

ている             日

前年度 (5年度)における取組

もしくは、他の事業所の視療・実習を受け入れ

ポータ
◎ピアサポーターを配置している

◎当該ピアサポーターは「障害者ピア]ぽ ―卜研修」

を受講 している □

l容

提ヽ出●れ

つ い ること。


